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第� 3回勝浦町芸術展示会が 1月14日，� 15日にセ ンタ

ーで開かれました。制
何
種
コ
ジ
ワ
'
"
"
毛
盛
大
に

W:I f¥  

a
m -

R
7 '78 

盛
り
だ
〈
さ
ん
抱
出
  

二男
}>2 )

がそれぞれ選ばれました。� 

これは，教育委員会が芸術に親しみを持ってもらお

うと .51年から毎年行っている芸術展。当 日は，写真，
町民のうごき

也巴稽:数� 1，928 男

人 口 �  8，231 女

書道，絵画，生花，盆栽，手芸など探 りだ くさんな作 昭和53年 1111日現花� 

男 女

品カ、展示され好評な� 2日間となりました。 出生� 4 4 8 


死亡� 3 3 6 

転入 9 8 17
また，大豆や米を使った料理コンクールも行われ，� 
転出� 8 13 


3チームと 14名の参加者が料理の腕前を競いました。

審査の結果，優秀賞に中カツミさん� (沼江)，優良

)，努力賞に呑口久子きん (横瀬)と星谷

生活改善グルーフ¥婦人会長賞に呑口好子さん(横瀬)

賞に武田いつ子さん (横瀬) とたんぽぽ生活改善グル

ープ (今LLi

|聞か令怜8駒田問。瞭糠際問 g回舗。問註繍邸調磁路偽お側側》口組-側目

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
盛りだくさんな出品料理コンクールも盛大に終了

MUS04
テキストボックス
町民のうごき



昭和53年� 2月1日 カミ Jコ つ ら 第92号 (2) 

完成した古川住宅

岡
本
宮
治
議
員

-
年
末
年
始
に

一
言
�
 

昭
和
五
十
二
年
十
二
月
定
例
会
は
、

二
月
十
九
日
開
会
し
、
五
卜
二
年

『
度

一
般
会
計
補
正
千
切
ほ
か
十
件
を

誘
致
企
業
と
円
山
不
況

一
原
案
ど
お
り
可
決
し
、

町
長
の
返
職

一
の
期
日
に
関
す
る
同
意
、
昭
和
五
十

)

一
年
度
各
会
計
決
算
認
定
、

陳
情
処

一
刻
を
行
い
、
十
二
月
二
十
三
日
開
会

一
し
ま
し
た
。

O
成
人
式
典
と
そ
の
務
省

消
防
行
政
と
そ
の
団
員

O

ー と
午 一
後月 き
ー 十� 
i時日

三 金
時 )

と
こ
ろ

往
尾
悩
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
員

徳
島
行
政
監
察
局

大
塚
重
美

行
政
相
談
委
員

中
村

北
刀
生

昭
初
ム
卜
二
年
十
月
ニ
ト
州

日
以
前
に
転
入
さ
れ
て
引
き
続

い
て
勝
浦
町
で
生

γ

刑
さ
れ
て
い

る
か
た
。

。

不
作
者
投
票
に
つ
い
て
�
 

O O

業
務
な
ど
、
や
む
を
え
ず
投
京

日
に
支
障
の
あ
る
か
た
は
、
投

来
日
の
�
 削日

(刊
日

)
ま
で
に

J

役
場
で
投
梨
を
行

っ
て
く
だ
さ

、
。
�
 

'bv 

郵
便
に
よ
る
不
祢
者
投
黙
の

泊
ボ
は
、
�
 -
片

一
�
 で
締
め
切

H

り
ま
す
。

。

投
咲
所
人
場
券
は
、

今
月
�
 -H

前
後
に
い
ね
送
り
し
ま
す
。

(
間
違

い
は
な
い
か
、
い
は
に
雌
認
し
て

く
だ
さ
い
。)

。

中
山
・
仲
間
瀬
地
灰
は
‘
以
来
一
附

が
州
制
瀬
小
川
一
�
 r校
�
 (同
エ
ペ
モ
)
に
変

っ
て
い
ま
す
の
で
、
出
�
 お
川
迎

H

い
の
な
い
よ
う
に
%
を
つ
け
て
く

O O

武
議
員
�
 

-
行
政
に
対
す
る
肋
役
と
各
謀
長
の

取
り
組
み
万
に
つ
い
て

一
般
会
計
補
正
予
算

今
回
の
補
正
総
似
は
、
一
億
六
千

R
六
�
 八
十
八
万
六
千
円
の
，
必
加
で、

予
算
の
総
額
は
十
一

一億
間
千
三
百

4

十
六
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

お
も
な
使
途
は
、

付
会
縞
祉
悦
な

K
U

ど
に
い
�
 

凶
十
万
円
、
終
業
振
興
仙
川

に

一
億
二
千
五
百
万
円
、
土
木
賀
な

ど
に
七
百
六
卜
万
問
、
教
育
的
に
�
 
↑

千
百
万
円
、
総
務
貨
に
.
千
問
臼
万

円
な
ど
で
す
�
 
c

町
政
に
対
す
る
一
般
質
問

こ
の
議
会
で
-
二
議
員
が
川
政
に
対

す
る

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

お
も
な
内
容
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

す。山
本
美
芳
議
員
�
 

-
昭
和

μ
卜
二一年
度
予
算
制
成
に
つ

い
て

・
正
木
ダ
ム
町
本
条
件
に
よ
る
防
災

対
策
に
つ
い
て
�
 

。
他
ぬ
駅
伝
と
そ
の
走
者

平
岡

後
六
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
立
川
地
区
は
、
午
前

七
時
か
ら
午
後
凶
時
ま
で
で
す
。

。

開
票
は
午
後
八
時
か
ら
福
祉
セ

ン
タ
ー
ホ
�
 ル
で
行
い
ま
す
が
、

l

参
観
者
数
を
次
の
と
お
り
制
限
い

た
し
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い

。

指
定
席
�
 (四
十
名
)

候
補
者
関
係
に
限
定

自
由
席

(立
見
席
)

先
務
順
五
十

1
七
十
名
で
締

め
切
り
ま
す
。

な
お
、
問
祭
速
報
は
中
間
(
約
半

数
)
、
概
数
(
疑
義
同
市
の
み
伐
す
。
)

と
れ
収
終
の
有
印
凹
に
分
け
て
、
関
川
内
情
所

内
、
福
祉
セ

ン
タ
ー
入
口
に
尚
一ボ
し

ま
す
。最

終
発
表
の
予
定
時
刻
は
十
時
前

後
の
見
込
み
で
す
。
�
 

@

選
挙
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
、
町
役
場
総
務
課
内
選
挙
管
理

委
只
会
へ
ご
遠
慮
な
く
お
巾
し
山山

く
だ
さ
い
。

。

こ
の
選
挙
で
、
新
し
く
選
挙
人

名
簿
に
登
出
帆
さ
れ
る
か
た
は

O

だ
さ
い

。

昭
和
二
十
二
年
三
月
六
日
以
�
 

u

I
 
-
L
d

-
h
:

・

。
�
 

刊
に
牛
れ
た
カ
た
�
 

。

投
百
不
時
間
は
午
前
七
時
か
ら
午

⑧① ⑧① ⑨ 


=明るい選挙にご協力 ください二

\~ 

d、、

一一� 2月定例行政相談一一

12月議会

一般会計に� 1億7，000万円を追加


総額12億4，400万円に


MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
議会だより

MUS04
テキストボックス
2月5日は町長選挙の投票日明るい選挙にご協力ください
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万

一
の
火
災
に
備
、
ぇ
、
水
パ
ケ

還付を受けるための

申告はお早めに

昭和52年分所得税の確定申告の期限は. I1召和53

年 2月16日から 3月15日までです。 しかし，税金

の還付を受けるための確定中告は  2月16日以前で

も受ーけ付・けています。

源泉徴収された税金が納め過ぎになっている人

はー 早く申  f守すれば税金の還付も早〈受けられま

す。

〈確定申告すれば税金がもどる人〉

・サラリー7 ンて二雑煩住除，医療'l'lf告除‘ 1王

毛取得控除などを受けることができる人。

回 年の中注て。退職し，その後就職しなか ったた

め年末調際を受けなかった人。 

. 原稿料や利子二，配当などの収入があ って，そ

れらを含めた全体の所得があまり多くない人。

確定申告のしかたなどでわからないことがあり

ましたら，税務相談半や税務署におれ般におたず

ねください。 

廊
下
、
階
段
な
ど
避
難
通
路
の

障
害
物
の
排
除

ツ
の
設
訟
と
消
火
掃
の
使
用
方
法

を
よ
く
知
っ
て
お
く

表
彰
お
め
で
と
う


消
防
団
出
初
式
受
賞
者

昭
和
五
十
三
年

一
月
三
日
の
出
初

式
で
次
の
か
た
が
表
彬
さ
れ
ま
し
た
。

脅
知
事
表
彰

本

国

山

下

盟

務
(中
角
)

安
徳
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章

肥
出
信
夫 
(与
川
内 
)

構
繍
畠
阜

小冊
川
喜
男
(坂
本
)、
定
作

和
明
(
中
山 
)
、
岡
本
百
一
二
(
久
国 
)

今
岡
重
幸 
(今
山 
)
、
中
徹 
(
沼
江 
)

A
I


消
防
協
力
者
賞

中
野
サ
ダ 
(仲
間
瀬 

)


浜
保
校
(棚
刑
判 

)

(

山
)、
悩
本
秀
雄
(生
名
)、
山

内
助
功
労
賞

森
内
史 
(星
谷 
)

円

占
岡
県
消
防
協
会
勝
潟
地
方
分
会
長
表
彰

笠
松
正
男
(坂
本
)、
宮
本
克
久 
(与 

F

川
内 
)
、
折
部
健

一
郎 
(附
瀬 
)、
原

旧
英
夫 
(中
山 
)、
明
岡
山
間
一 
-
(久

二
月
二
十
八
日
か
ら
一
一
一
月
十
一
日
ま
で

凶 
)
、
山
路
普 
(
今
山 
)、
花
房
恒
一犬 

(生
名
)、
中
山
裕
問
(
照
一谷 
)、
機

野
菜
市 
(
石
原 
)、
校
木
勲 
(横
瀬
)

「州
市
う
火
を
消
す
ま
で
離
す
な
目

も
多
く
、
特
に
、
自
分
で
避
維
の
で

き
な
い
幼
児
や
、
か
ら
だ
の
不
自
由

な
日
品
川
者
が
多
い
た
め
、
秋
の
火
災

予
防
運
動
に
引
き
続
き
、
幼
児
、
老

人
の
焼
死
防
止
対
策
の
徹
底
を
図
る

・
異
常
乾
燥
時
と
強
風
時
の
火
災
防

止
対
策

空
気
が
非
市
川
に
乾
燥
し
、
風
の
品
川

い
日
の
出
火
が
多
い
た
め
、
火
遊
び
、

た
き
び
、
喫
煙
、
屋
内
で
の
火
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
、
火
災
防
止
の
徹

底
を
図
る

-
実
際
に
即
し
た
自
主
防
火
管
理
体

制
づ
く
り

最
近
の
死
者
を
伴
っ
た
主
な
火
災

の
例
と
し
て
、
病
院
火
災
と
共
同
住

宅
火
災
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ

も
防
火
管
理
体
制
の
不
徹
底
に
よ
る

こ
と
が
多
い
た
め
、
実
際
に
即
し
た

自
主
防
火
管
理
体
制
の
促
進
を
図
る
。

全
固
い
っ
せ
い
実
施
事
項

〈
家
庭
の
防
火
〉

病
人
、
幼
児
、
老
人
そ
の
他
か

ら
だ
の
不
自
由
な
者
に
対
す
る
安

全
な
就
寝
場
所
の
確
保

寝
た
ば
こ
の
防
止
と
就
寝
前
の

V
安
全
確
認

幼
児
、
老
人
な
ど
を
残
し
て
、

外
出
す
る
場
合
の
近
所
へ
の
連
絡

*
町
消
防
団
長
表
彰

と
心
」
を
統

一
線
譜
と
し
て
、
存
の

全
同
火
災
予
防
辺
助
は
、

一月・

一十

八
日
か
ら
一，

問
実
地
さ
れ
ま
す
。
特
に
、
前
半

月
卜
一一一
日
ま
で
の
十
四 

森
充
弘
、
中
川
進
夫 
(坂
本 
)、
高

僑
嗣
男
、
内
胤
原
微 
(
与
川
内
)、
新

屑
崇
弘 
(償
制 
)、
上
岡
修
(
中
山
)

泌
浅
公

一
郎 
(棚
貯 
)、
税
山
義
則 

Hの
七
日
間
は
市
中
附
と
林
叫
引
火
災
の
防

什
を
冊
引
い
は
的
に
行
い
ま
す
。

重
点
目
標

圃
幼
児
、
考
人
の
焼
死
防
止
対
策
の

徹
底昭

初
五
|
一
年
の
火
災
に
よ
る
死

者
の
発
生
傾
向
は
、
専
用
住
宅
が
紋

西
成
義
(黒
岩
)、
訟
浦
照
明 
( 

山町
 

)
、
山
本
征
洋
「
掛
谷 
)、
秋
本
正 

(
州

一
引
け 

)

〈
屋
外
の
防
火 
V

呉
常
乾
燥
時
と
強
風
時
の
出
火

の
防
止

着
火
し
や
す
い
可
燃
物
の
除
去

喫
煙
後
の
火
の
後
始
末
や
た
き

火
に
対
す
る
消
火
用
具
の
備
え
と

監
旧
怖
の
励
行

〈
職
場
の
防
火 
V 

や
っ
て
き
ま
し
た

確
定
申
告

忘
れ
ず
に

V V VV

防
火
管
理
者
を
は
じ
め
従
業
員

の
防
火
教
育
の
実
施

実
際
に
即
し
た
消
火
、
通
報
、

避
難
訓
練
な
ど
の
実
施

一
人
一
人
の
自
主
的
な
意
識
と

責
任
に
基
づ
い
た
機
能
的
な
防
火

体
制
の
確
立

-
林
野
と
車
両
火
災
の
防
止

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
春の火災予防運動
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V v
H

花
芽
分

化
期

益
枝
、
せ
ん
定

今
月
の
後
半
か
ら
一一一
月
い
っ
ぱ
い

に
か
け
て
最
も
重
要
な
作
業
で
す
。 

o 

せ
ん
定
。
と
問
い
た
だ
け
で
「
あ

れ
は
む
つ
か
し
い
も
の
、
向
分
に
は

で
き
な
い
も
の
」
と
あ
き
ら
め
て
は

い
ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な
こ
と
は
絶
対

あ
り
ま
せ
ん
。
ご
く
や
さ
し
い
作
業

で
す
。
詳
細
に

つ
い
て
は
、
と
て
も

説
明
し
き
れ
ま
せ
ん
が
袋
点
は
次
の

と
お
り
で
す
。

な
お
、
実
施
に
つ
い
て
は
講
習
会

な
ど
に
参
加
し
体
得
し
て
く
だ
さ
い

株
元
め
い
た
ん
で
い
る
も
の
、
不

良
系
統
樹
、
お
お
む
ね
五
十
五
年
生

以
上
と
思
わ
れ
る
老
木
、
こ
れ
ら
は

す
べ
て
伐
採
し
、
優
良
系
統
に
改
植

し
て
く
だ
さ
い

。
し
た
が
っ
て
せ
ん

定
作
業
は
不
要
で
す
。

早
生
、
普
通
種
を
問
わ
ず
密
摘
に

な
っ
て
い
る
閣
で
は

一
樹
づ
つ
の
せ

ん
定
を
考
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
必

ず
間
伐
樹
と
永
久
樹
に
分
け
、
間
伐

樹
の
み
を
徹
底
的
に
切

っ
て
く
だ
さ

い
。
切
り
方
は
永
久
樹
に
楼
し
て
い

る
枚
や
、
今
年
中
に
接
触
し
そ
う
な

校
全
体
を
基
部
か
ら
切
り
落
す
こ
と
。 

(途
中
か
ら
切
る
と
徒
長
枝
が
発
生

し
か
え
っ
て
街
地
と
な
る

V 年
目
に
は
、
完
全
に
間
伐
を
完
了
し

て
く
だ
さ
い
。

、
」
れ
ら
の
見
本
図
は
与
川
内
の
市

川
晴

一
郎
さ
ん
、
今
山
の
生
田
敏
さ

ん
、
久
固
め
市
原
宏
之
さ
ん
の
閣
で

設
け
て
あ
り
ま
す
か
ら
ぜ
ひ
ご
ら
ん

く
だ
さ
い

。

出
制
高
が
向
く
各
極
の
作
業
が
で
き

に
く
い
間
は
樹
型
改
造
を
行
い
作
業

が
で
き
や
す
く
な
る
ま
で
切
り
下
げ

て
く
だ
さ
い

。

〈
目
標〉

マ
樹
高
三
幻
以
下
と
す
る
。

マ
地
上
か
ら
七
十
いわ
起
反
収
機
で
き

る
よ
う
に
す
る
。

マ
コ
一年
以
内
に
仕
上
げ
る
。

る
闘
で
は
、
引
き
続
き
行
い

三 
i
四

す
で
に
何
年
か
前
か
ら
行
っ
て
い

日五百

¥〕

4刊
肥
仕
刷
用
準
備

V V V 文
夫
さ
ん
の
悶
を
ぜ
ひ
見
て
ほ
し
い

も
の

で
す
。

そ
の
他
の
重
要
な
作
業

貯
蔵
庫
管
理
と
出
荷


局
部
深
耕


※
作
業
に
か
か
る
前
に
星
谷
の
政
木

理想的な開心自然型の樹姿

第一� 
10-15・� E主校。� 
5.5M以下|ミ 

数
の

三
十 
1
三
十
五 
Mh
位
皮
で
あ
れ

ば
日
焼
け
の
心
配
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。

前
記
に
該
当
し
な
い
木 

(独
立
樹

て
樹
令
の
者
い
木 
)
で
は
、
閥
、
心
向

然
型
と
し
、
最
終
的
に
土
校
二 

三

本
と
し
て
、

一
主
校
に
対
し
二
本
位

皮
の
亜
主
校
を
残
す
よ
う
に
す
る
。

ま
ず
似
の
中
に
珂
想
的
な
開
心
向
然

閉
め
樹
姿
を
思
い
浮
べ
、
ど
の
校
を

切
り
、
ど
の
校
を
残
せ
ば
理
怨
に
近

い
型
に
な
る
か
を
恕
{
疋
し
、
理
想
の

間
出
を
で
一年
く
ら
い
か
け
て
仕
上
げ

て
く
だ
さ
い

。

V

i

せ
ん
定
地
は
健
全
な
樹
で
、
活
築

厳
寒
期
と
な
り
ま
し
た
。
夜
間
の

保
浪
に
つ
と
め
、
低
溢
障
害
か
ら
栄

尖
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
低
温
障
害
の

あ
と
に
灰
色
カ
ビ
病
が
激
発
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
換
気
や
ポ
リ
オ
キ

ン
ン
の
散
布
で
予
防
し
て
く
だ
さ
い

。

比
較
的
精
巣
量
が
多
か

っ
た
の
で

無
電
照
叫
柏
崎
で
は
ぽ
つ
ぽ
つ
株
づ
か

れ
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
他
物
休
内
の

栄
養
は
ま
ず
来
実
に
い
き
、
つ
い
で

葉
、
茎
、
恨
の
順
に
充
た
さ
れ
て
い

き
ま
す
。
従
っ
て
、
築
が
小
き
く
な

り
葉
柄
が
一向
く
な

っ
た
と
き
は
そ
れ

以
上
に
恨
も
判

っ
て
い
ま
す
。
更
に

地
視
が
低
く
な
る
と
恨
の
活
力
も
低

下
し
て
き
ま
す
。
こ
ん
な
時
は
、
肥

料
を
や
り
す
ぎ
て
恨
を
傷
め
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
時
間
を
か
け
て
革
勢

の
回
復
を
は
か
り
ま
し
ょ
う
。
摘
果

や
築
面
散
布
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

¥)  

入
賞
お
め
で
と
う

柑
橘
立
ち
木

共
進
会
入
賞
者

昭
和
五
十
二
年
度
勝
浦
郡
柑
橘
立

ち
木
共
進
会
(
柑
橘
立
ち
木
の
優
劣

を
し
ら
べ
公
表
す
る
会
)
が
農
業
改

良
普
及
協
議
会
の
主
催
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
各
農
協
か
ら
第

一
次
審

査
で
選
ば
れ
た
三
十
五
点
を
、
早
生

温
州
は
十
月
四
目
、
普
通
温
州
は
十

一
月
七
日
に
凶
芸
指
将
班
長
さ
ん
と

班
員
の
か
た
が
、
困
地
の
管
理
を
は

じ
め
、
結
果
状
況
、
外
観
品
質
に

つ

い
て
審
査
し
た
も
の
で
す
。

そ
の
結
果
次
の
か
た
が
入
賞
さ
れ

ま
し
た
。

早
生
温
州

最
優
秀
賞

新
配
附
治
さ
ん
(
船
谷 
)

優

秀

賞

武
田
正
雄
さ
ん 
(
坂
本 
)

終
協
組 

民
賞

花
岡
隆
生
怠ん(
中
角 
)

普
通
温
州

A
H
M

最
優
秀
賞

西

山

繁

さん(
横
瀬 
)

優

秀

賞

井
出

一
郎
♂
(
今
山
)

牒
協
組
合
長
賞

鴻
本
満
雄
さん(
坂
本 
) 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
今月の農作業メモ
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閤
券
、
将
棋
大
会
、
俳
句
即
吟
大
一


一
会
、
手
芸
講
座
な
ど
多
彩
な
行
事
を

一


一
一計
画
し
て
い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
チ

一


一
ラ

シ

で

お

知

ら

せ

し

ま

す

。

一


一

日

時

二
月
十
二
日
午
後

一
時
一


一
場
所
福
祉
セ
ン
タ
ー

…

し‘

発」
 

、"

ん 

F
1

「
何
々
が
選
挙
違
反
を
し
ま
し
た
に

そ
う
い
う
声
を
ニ
ュ
ー
ス
で
よ
く
聞

J
r

。、

か
選
挙
に
つ
い
て

生
小
六
年

(
生
名

清

71< 

千

治
を
安
心
し
て
ま
か
せ
ら
れ
る
人
だ
。

政
治
を
ま
か
せ
ら
れ
る
人
に
な
る

た
め
に
は
、
向
分
の
意
志
を
持
っ
て

い
な
く
て
は
い
け
な
い
と
わ
た
し
は

大
人
の
人
た
ち
は
、
も
う

一
度
選

挙
と
い
う
の
を
ふ
り
返
っ
て
み
て
、

悪
い
こ
と
は
、
し
て
い
な

い
だ
ろ
う

か
と
、
よ
く
た
し
か
め
て
か
ら
、
立

候
補
者
に
ゅ
う
ゅ
う
と
な
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
う
。
そ
し
て
イ
供
の
手

本
に
な
る
よ
う
な
行
動
を
し
て
、
イ

供
が
安
心
し
て
大
人
を
見
習
、
え
る
よ

う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。 

人
々
に
お
金
を
わ
た
し
て
、
向
分

を
選
ん
で
も
ら
う
。
そ
ん
な
こ
と
を

し
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
ん
な
こ

と
を
し
た
ら
、
新
聞
に
立
候
補
者
の

考
え
や
政
治
に
対
す
る
意
見
が
め
っ

て
お
り
、
そ
の
記
事
を
見
て
、
こ
の

人
を
選
ぼ
う
と
思
っ
て
い
た
人
々
が
、

不
信
感
を
い
だ
き
、
自
分
の
考
え
で

選
べ
な
く
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

.刀

自
分
を
選
ん
で
く
れ
る
か
ど
う
か
、

自
信
が
な
い
人
が
、
こ
ん
な
違
反
を

す
る
の
だ
。
そ
れ
な
ら
、
初
め
か
ら

立
候
補
し
な
け
れ
ば
い
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

選
ば
れ
る
た
め
に
は
な
に
を
し
て

も
い
い
。
こ
う
い
う
考
、
え
を
持
つ
人

に
、
政
治
を
ま
か
せ
て
も
い
い
の
だ

ろ
う
か
。

わ
た
し
は
、
こ
う
い
う
人
た
ち
に

は
、
政
治
を
ま
か
せ
る
わ
け
に
は
ぜ

っ
た
い
に
い
か
な
い
と
思
う
。
こ
ん

な
人
に
政
治
を
ま
か
せ
た
っ
て
、
自

分
の
意
志
を
強
く
い
え
な
い
に
き
ま

っ
て
い

る
か
ら
だ
。

わ
た
し
た
ち
も
、
学
級
の
役
員
を
・

決
め
る
と
き
に
選
挙
を
す
る
。
わ
た

し
た
ち
の
選
挙
の
し
方
は
、
ま
ず
、

一
番
大
事
な
級
長
を
き
め
て
、
次
に

級
長
を
助
け
る
剛
山
組
長
を
決
め
る
。

大
人
の
選
挙
と
は
、
少
し
ち
が
う
か

も
し
れ
な
い
が
、
決
め
る
目
的
は
、

子
供
も
大
人
も
同
じ
だ
と
思
う
。
で

も
子
供
は
、
大
人
み
た
い
に
、
違
反

は
し
な
い
。
大
人
は
子
供
よ
り
、
惑

い
こ
と
と
よ
い
こ
と
の
区
別
が
よ
く

わ
か
っ
て
い
る
は
ず
な
の
に
、
惑
い

こ
と
を
平
気
で
す
る
。
大
人
は
子
供

に
対
し
て
自
分
の
し
て
い
る
こ
と
が

は
ず
か
し
く
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

わ
た
し
な
ら
、
こ
ん
な
悪
い
こ
と

は
ぜ
っ
た
い
し
な
い
で
、
大
人
ら
し

く
正
し
い
選
挙
を
す
る
。

正
し
い
選
挙
と
い
う
の
は
、
違
反

を
し
な
い
き
れ
い
な
選
挙
を
す
る
こ

と
だ
。
正
し
い
こ
と
を
最
後
ま
で
、

う
っ
た
え
る
そ
う
い
う
人
こ
そ
、
政

贈与税の納税猶予申告は

2月� 1日から� 3月15日ま で

一生前一括贈与を

受けているかたー� 

二
月

一
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で

せ
ん
。

い
ず
れ
の
場
合
も
農
業
委
員
会
の

証
明
書
が
必
要
で
す
か
ら
、
該
当
さ

れ
る
か
た
は
、
幾
業
委
員
会
事
務
局

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
昭
和
五
十
二
年
中
に
生
前

贈
与
を
受
け
ら
れ
た
か
た
に
は
、

二

月
中
旬
ご
ろ
に
全
員
お
集
り
い
た
だ

い
て
副
首
相
胡
の
作
成
方
法
な
ど
に
つ
い

て
指
導
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

農
地
は
ま
ず
農
業
委
員
に

相
談
し
よ
う

燥
地
を
買
い
た
い
、
売
り
た

い
、

貸
し
た
い
、
借
り
た
い
。
こ
ん
な

場
合
は
、
ま
ず
農
業
委
員
会
に
相
談

す
る
こ
と
で
す
。

燥
地
に
関
す
る
こ
と
は
、
段
後
に

は
農
業
委
員
会
で
手
続
き
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
か
ら
、
最
初

か
ら
農
地
問
題
の
専
門
機
関
で
あ
る

内版
業
委
員
会
に
相
談
す
れ
ば
、
ム
ダ

な
思
案
や
手
間
も
は
ぶ
け
ま
す
。

ま
た
、

州民
業
経
営
の
基
礎
と
な
る

農
地
の
こ
と
で
す
か
ら
、
法
律
や
制

度
は
、
色
々
な
事
態
を
紺
叫
ん
}止
し
て
複

雑
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、

山肱
業
委

員
会
に
相
談
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
優
遇

制
度
を
上
手
に
活
用
す
る
こ
と
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

勝
浦
町
の
農
業
委
員
会
の
定
例
会

は
毎
月
二
十
五
日
前
後
に
開
催
し
て

い
ま
す
が
、

州民
地
の
移
動
、
転
用
な

ど
の
申
梢
で
当
月
の
委
員
会
に
か
け

た
い
場
合
は
、
遅
く
て
も
二
十
日
ま

で
に
手
続
き
を
済
ま
寸
ょ
う
お
願
い

し

ま

す

。

勝

浦

町
農
業
委
員
会

に
徳
島
税
務
署
長
に
「
農
地
な
ど
の

贈
与
を
受
け
た
場
合
の
納
税
泊
予
の

特
例
申
告
」
や
三
年
ご
と
に
行
う
「
納

税
猶
予
継
続
届
出
」
を
し
な
け
れ
ば

特
例
の
適
用
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
か

ら
、
期
間
内
に
手
続
き
を
済
ま
し
て

く
だ
さ
い
。

申
告
の
必
要
な
か
た

昭
和
五
十
二
年

一
月

一
日
か
ら

昭
和
五
十
二
年
十
二
月
三
十

一
日

ま
で
に
生
前

一
括
贈
与
を
受
け
た

カ
た昭

和
問
十
年
以
降
.
昭
和
四
十

三
年
、
凶
十
六
年
、
四
十
九
年
中

に
民
地
な
ど
の
生
前
贈
与
を
受
け
、

税
務
署
へ
延
納
手
続
き
を
し
、
こ

と
し
が
三
年
自
の
更
新
に
当
た
る 

た
。


た
だ
し
、
贈
与
者
お
よ
び
受
贈


者
の
い
ず
れ
か
が
死
亡
や
適
時
陣
要


b件
が
な
く
な
り
税
務
署
へ
手
続
き

を
し
て
い
る
か
た
は
必
要
あ
り
ま

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
選挙啓発シリーズ

MUS04
テキストボックス
趣味のつどい大いに参加してください
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覚
せ
い
剤
の乱

用

を

防

ご

う

。
覚
せ
い
剤
中
毒
者
が
増
加

党
せ
い
剤
は
「
シ
ヤ
プ
」
「
チ
キ
」

な
ど
の
俗
称
で
呼
ば
れ
、
中
山
帆
神
縫M

M

を
剛
山
脅
さ
せ
る
薬
で
、
白
色
の
粉
末

伏
を
し
て
お
り
、
ア

ン
プ
ル
状
の
「
ヒ

ロ
ポ
ン
」
と
同
じ
成
分
の
も
の
で
す
。

党
せ
い
剤
は
、
人
体
に
有
害
で
あ

る
と
と
も
に
、
凶
悪
犯
罪
や
家
庭
悲

劇
の
一応
と
な

っ
て
い
る
た
め
、融
問・

で
は
厳
し
い
取
り
締
り
を
い
机
け
て
い

ま
す
。と

こ
ろ
が
、
最
近
急
激
な
勢
い
て

全
国
に
ま
ん
延
し
は
じ
め
、
小
松
白
川

鵬
首
察
署
管
内
で
も
乱
用
す
る
人
が
増

加
し
、

一
般
家
庭
の
主
婦
に
ま
で
広

が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

昨
年
中
に
小
松
島
相
官
祭
者
で
党
せ

い
剤
を
密
売
し
た
り
乱
用
し
た
人
を

二
十
名
検
挙
し
ま
し
た
。

。
恐
し
い
覚
せ
い
剤
の
薬
害

党
せ
い
剤
は
習
慣
性
が
強
く
、
数


回
の
使
用
で
中
毒
者
と
な
る
例
が
多


く
、
中
毒
者
に
み
ら
れ
る
特
異
な
現


象
は
「
禁
断
症
状
」
で
す
。


党
せ
い
剤
の
効
い
て
い
る
聞
は
正

常
の
よ
う
で
す
が
、
そ
の
効
力
が
な

く
な
る
と
禁
断
症
状
を
あ
ら
わ
し
、

ひ
ど
く
な
る
と
「
幻
覚
」
「
も
う
恕
」

な
ど
の
意
識
障
害
を
お
こ
し
、
発
作

的
に
半
狂
乱
と
な

っ
て
、
殺
人
な
ど

の
凶
悪
な
犯
罪
を
犯
し
た
り
、
家
庭

を
破
滅
に
迫
い
込
む
こ
と
に
な
り
ま

す
。

。
覚
せ
い
剤
が
な
ぜ
ま
ん
延
す
る
の

J
み
M

党
せ
い
剤
は
、
法
律
で
定
め
ら
れ

た
者
以
外
の
人
が
『
質
っ
た
り
、
売

っ
た
り
、
使

っ
た
り
』
す
る
こ
と
は

栄
け
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
総
力
団
が
目
を
つ
け
、
淑

外
か
ら
密
輸
入
し
た
り
密
逃
し
て
、

十
一
般
の
人
に 

ρ

疲
れ
が
と
れ
る
H

肌
ら
ず
に
付
事
が
で
き
る
々
な
と

と
い
っ
て
誘
い
こ
む
の
で
す
が
、
う

っ
か
り
予
を
出
す
と
、
気
が

つ
い
た

時
に
は
も
う
や
め
ら
れ
な
く
な
り
、

次
第
に
多
祉
の
党
せ
い
剤
を
注
射
し

な
け
れ
ば
生
前
で
き
な
く
な
る
の
で

す
。そ

し
て
、
党
せ
い
剤
を
手
に
入
れ

。
麻
薬
禍

防
.

7

」
う

み
ん
な
の
力
て

 々

る
た
め
、

全
財
時
を

つ
ぎ
込
む
よ
う

に
な
り
ま
す
。
ま
た
そ
の
お
金
が
暴

力
刊
の
以
大
の
お
礼
令
似
と
な

っ
て
い

る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
彼
ら
は
、
資
金
川
仰
を

得
る
た
め
に
、
一
般
の
人
の
党
せ
い

剤
に
対
す
る
認
識
不
足
を
利
用
し
て

言
葉
巧
み
に
扱
い
込
み
、
中
毒
者
を

地
や
し
て
い
る
の
が
ま
ん
延
の
原
凶

と
い
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
党
せ
い
剤
は
非
常

に
恐
し
い
薬
害
が
あ
り
、

一
方
で
暴

力
団
を
は
ひ
-
」
ら
せ
る
原
凶
と
も
な

っ
て
い
る
の
て
す
。

皆
さ
ん
、
と
う
か
党
せ
い
削
や
社

力
団
を
相
手
に
し
も
い
よ
う
に
、
お

互
い
に
注
意
し
介
っ
て
く
だ
さ
い

。 

ー
国
民
年
金
の
受
給
者
は

現
況
届
を
出
し
ま
し
ょ
う

現
況
届
と
は
、
四
川
氏
年
余
な
ど
の

年
金
を
う
け
て
い
る
か
だ
が
、
引
き

続
き
年
余
を
‘
つ
け
る
た
め
に
、
年
に

一
度
抜
山
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る


大
切
な
屈
で
す
。


現
況
届
の
用
紙
は
、
社
会
保
険
庁

か
ら
直
接
本
人
あ
て
に
滋
付
し
て
き

ま
す
か
ら
受
給
者
は
こ
れ
に
記
入
し

6)( 

l

て
、
期
限
ま
で
に
必
ず
拠
出
し
て
く

だ
さ
い
。
も
し
期
限
ま
て
に
保
山
山
さ

れ
な
い
と
き
は
、
昭
和
五
十
三
年
六

通
算
老
齢
附
年
金 
) 

月
の
定
期
支
払
分
か
ら
年
金
を
う
け

五
月
三
十

一
日
ま
で 

(障
害
年

ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
昭
和
五
ト
一一-
年
二
月
十
五

O

……痴
隣
家
禽
掠
添
械
情
園……


タ
ン
パ
ク
質
が
不
足
す
る
と
、
か
大
限
、
さ
つ
ま
い
も
な
ど
の

一
品
を

ら
だ
の
抵
抗
力
は
弱
ま
り
ま
す
。
そ
っ
け
、
食
後
に
は
ミ
カ
ン
を

一
つ
必

の
う
え
、
然
、
さ
の
ス
ト
レ
ス
は
体
内
ず
食
べ
る
よ
う
に
し
て
、
ビ
タ
ミ
ン

の
タ
ン
パ
ク
質
を
大
量
に
分
解
し
ま 

の
補
給
を
。

C

川叩

日
以
降
に
裁
定
さ
れ
た
か
た
は
、
今

回
機
出
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

提
出
期
限
は
、
次
の
通
り
で
す
。

二
月
十
五
日
ま
で 

(老
齢
年
金
、

O
金
、
母
子
年
金
、
準
母
子
年
金
、

遺
児
年
金
、
寡
婦
年
金
) 

川

す
。
こ
れ
を
補
う
た
め
に
も
、
日
こ
そ
の
ほ
か
、
ビ
タ
ミ
ン

ろ
、
肉
、
さ
か
な
、

一豆
腐
と
い
っ
た
を
治
め
て
.
鼻
や
の
ど
か
ら
ウ
イ
ル

良
質
の
タ

ン
パ

ク
質
を
十
分
に
と
っ
ス
が
侵
入
す
る
の
を
防
ぎ
ま
す
。
油

て

お

く

こ

と

が

大

切

で

す

。

で

料

理

し

た

青

菜

ゃ

に

ん

じ

ん

、

レ

ま
た
、
風
邪
を
ひ
か
な
い
よ
う
に
パ 

、
バ
タ
ー
を
多
く
と
る
よ
う
心

川

す
る
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン 

が

必

袈

で

が

け

ま

し

ょ

う

。

伽

す
の
新
鮮
な
野
菜
サ
ラ
ダ
、
お
ろ
し

C

l

は
粘
膜

川

A

川川川

¥J  

¥ー

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
駐在所だより覚せい剤の乱用を防ごう

MUS04
テキストボックス
国民年金シリーズ国民年金の受給者は現状届を出しましょう

MUS04
テキストボックス
風邪をひかないための食事家庭の医療
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令
�
 

杉
の
絞
打
つ
吾
「
凍
却
し
凍
空
に
�
 

な
つ
か
し
き
母
の
賀
状
を
読
み
返
す

一

昨

止

に

一

川
�
 
竹

封

刊

一
�
 

掛

谷

駒

津

光

洋

r
l

L

|

U

H

I

あ
り
が
と
う

こ
ざ
い
ま
し
た

-
香
典
返
し
に
か
え
て

金

十

万

円

寺
井
俊
彰
さ
ん
(
棚

金

二
万
円

脇

田

治

美

き

ん

�

 
(墨

金

七

万

円

国

消

勝

さ

ん

�

 
(
日2

・
そ
の
他

合

一

万

円

山
村
多
善
夫
さ
ん
(
沼

千
円

附
本
イ
ト
ノ
さ
ん
�
 (中
�
 

K
 -
Y
 

谷角

(ゆ

勝
浦
町
子
十
日
会

d

)

ロ

i
 

l
 

mm
 

ぐijF句〉

F 

麟
蘇
の
酔
詩
吟
を
う
な
る
鳥
居
ま
で

母
と
な
る
孫
よ
り
賀
状
届
き
け
り

州

野

太

閉

正

平

沼

江

小

室

未

成

過
疎
と
な
る
五
ロ
い
か
ふ
る
さ
と
の
雪
紫

残
り
柚
子
浮
か
せ
初
湯
を
漏
し
け
り

色

生

名

山

崎

花

江

沼

江

小

室

五

月

雲
走
り
野
山
の
叫
ひ
月
凍
る

母

一
人
留
守
番
を
し
て
寝
正
月

生

名

白

革

暁

芸

沼

江

紺

堂

喜

堂

初
凪
や
そ
よ
り
と
も
せ
ぬ
注
速
の
足

門
口
に
衣
服
正
し
て
年
始
客

生

名

竹

林

白

楊

沼

江

中

国

静

笑

吉
凶
は
兎
も
角
と
し
て
初
み
く
じ

参
道
に
残
る
わ
だ
ち
ゃ
神
の
留
守

生

名

天

羽

百

歩

石

原

瀬

戸

白

峰

立
固
め
な
き
時
雨
の
滅
び
美
し
く

注
連
飾
る
閉
さ
し
て
久
し
井
戸
な
れ

生

名

丸

山

香

月

ど

沼

江

大

岡

初

音

間
旗
高
槻
身
の
ひ
き
締
る
出
初
式

唐
獅
�
 の
ひ
ざ
に
た
わ
む
る
初
雀

J
T

穴をあけたり，屯話線カ、はった IT 谷� 谷 !j!-f' 

りして.美観や調和を著しく娘

なうことになります。

金

一
万
二
千
三
百
三
十
六
同

溝

上

万

市

さ

ん

�

 
(捌

肝

�

 )

金

四

百

三
十
問

住
民
福
祉
課

以
上
が
、
町
普
窓
銀
行
へ
寄
せ
ら

れ
た
も
の
で
す
。
心
か
ら
あ
っ
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
善
意
銀
行
の
受
付
は
町
社

会
福
祉
協
議
会
(
住
民
福
祉
セ
ン
タ

ー
内
)
で
行
っ
て
い
ま
す
。

い
�
 

牢
円
い

わた M

r
JU

l

れているかたは司設計図の段階

から託会Lや水道と問じように，

屯話用配管をお々えください。

電話用配管等電話のご相談は.� 

、

胤
策
、
し
三
角
点
の
杭
朽
ち
し

坂

本

谷

笥

士

打
つ
科
に
必
の
匂
う
や
冬
の
雨

坂
本
日
浦
日
単
品
川

嫁
き
し
娘
の
恕
い
に
更
け
し
雪
の
夜

陥

瀬

林

誘
わ
れ
て
早
銀
婚
の
初
詣
で

中

山

海

内

小

菊

初
夢
は
独
り
で
包
み
屑
る
期
待

中

角

間

然

、

品

由

風
呂
を
焚
く
�
 く
ぐ
り
て
純
米
る

星

谷

勝

谷

春

城

M
U

初
詣
仕
ぶ
お
ろ
し
の
し
つ
け
解
く

掛

谷

野

上

す

み

れ

成
人
の
日
の
母
涙
ぐ
み
燥
を
送
る

掛

谷

山

丸

千

絵

償

瀬

叫

悌

軌
W

銀
足

出
詠
は
毎
月
七
日
ま
で
に

三
句
ハ
ガ
キ
で

送
り
先
勝
浦
町
三
渓

稼
勢
広
夫
さ
ん
(都阜県� )ま
で

町
内
在
住
の
か
た
に
限
り
ま
す
。

次
回
は
短
歌
、
そ
の
次
は
川
柳
と
交
代

に
の
せ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
こ
投
句
く
だ

さ
い
。

仮
名

一
つ
覚
え
し
係
の
芯
初
す

掛

谷

斉

藤

勇

チ

立

川

竹

田

あ

ゆ

み

�

 

司士�  rei

下山向
村口井

宏

典

山
西
洋

一
郎

“
説
子

志
摩
久
美
子

誠
�
 

や
お
く
や
み
申
し
ま
す

二
男

長
女

長
男

-v
号機横�  
iλ. i頼J ~中1\ 

幸雅

ご
結
婚
お
め
で
と
う

「

横

瀬

/
徳
品
市

ヘ

今

山

f

川
向
�
 'i
可町

「

中

角

/

久

国

仰
山
弥
代
八
�
 (初
歳
)

図
清
フ
サ
ヱ
�
 (臼
歳
)

脇

田

角

太

�

 (創
歳
)

阿

甚

兵

衛

�

 (的
議
)

宮
本
邦
雄
(
乃
歳
)

宮

本

昇

�

 
(
臼
歳
)

小

山

生

夫

�

 (侃
歳
)

山田友野竹下

棚生倍卜持ト� EEi星控卜

貯名谷谷谷谷谷�  

お
誕
生
お
め
で
と
う

伊
汁
事
情
治

松
平
孝
義

松

本

威

一一
女

長
男

長
男

平日紀千

義亮ネ谷

|電報電話局だより|

電話用配管をお忘れ抱〈
電話用配管がないお宅では.

電話をつけるために，せっかく

美しく仕上った部屋の感や柱に

また，電話用問己~・がないため

に，電話の地設や，移転の工事

が出来ない場合があります。

住宅の新築，明改築を計IdI[さ

1惨i甫局 2000番� (無 料)へ

-v
西久中
岡悶角

ノト前住中佐日

節目白節 洋 文
子 博子�  m."1'男

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
わたしの作品俳句電報電話局だより
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!jzzy三五:支え五;子一一zzzzz-Z7i
 とと
だ
さ
い
。

き き

二
月
六
日
間

ij つないで下さい一塁 i
r，.J1; 2月� 6日開 肩 ii 

ii ι又r2月20日開) ￥! 
I )込 げ!! 

/1IJ判rt/、む 成犬� 300円 ロ� H 

V 、も¥、 ノj、犬� 100円 1! 

=:::=::=::=::::=::=:::，，=ロ=:::I :::L: =:.::ロ=ロ=::=::==:::.:::E::::=::==:::::: ::.=:: ::="

と
こ
ろ

対
象
者

旧横瀬地区の

ごみを出している方グ

ごみ焼却場の煙突掃除と焼却

炉補修工事のため ・2月10日か

ら� ]2 日までの� 3日間 ，焼却業

務を休業しますからご協力くだ

日 干呈 場 所 時 間

生比奈農協 (]号車 )午前 9時-]]時� 
2月]6日

坂本農協(2号車 )午前 9時-]α時
(村

横j頼農協(2号車) 午前10時10ト� 11時| 

2月17日
町� f主 宅場 午前 9時-)]時|

住鎚

当 日の朝は.食べ物.水など絶対とらない

ように 。

料金は�  400円です。

※ 11 日(土)は ，祭日につ 


き休業日となっていますが ，


不燃物(もえないごみ)につ 


いては，収集しますから注意 


王巴項をよく守 って出してくだ 
  

乳
児
健
康
診
断

※
母
子
手
帳
を
持
っ
て
き
て
く
だ

さ
い
。

と

き

夜間救急当番表� 

2月3日 勝 浦 病 院 �  

6日 赤岩病院�  

9日 勝浦病院�  

12日 上勝診療所�  

15日 山 西 医 院 �  

18日 勝 浦 病 院 �  

21日 上勝第� 2診療所� 

24日 湯浅医院(横瀬) 

27日 勝 浦 病 院

午
後
一
時
三
十
分 

三
時

i

勝
浦
病
院

昭
和
五
十
一
年
六
月
か
ら

二
月
二
十
四
日
幽

十
月
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

\~ 

平日 午後 6時から

翌日午前 911寺まで

イ本日� 午後�  7時から

翌日午前 9時まで

い
ま
す
。
こ
の
ガ
ン
は
、
自
覚
症
状

胃

集

団

検

診

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
検
診
に
よ
り
見

つ
け
る
以
外
に
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ガ
ン
で
死
亡
す
る
人
は
、
年
々
増

こ
の
機
会
に
一
人
で
も
多
く
の
か

加
し
て
い
ま
す
が
、
早
期
に
発
見
さ

た
が
受
け
て
く
だ
さ
い
。

れ
た
ガ
ン
で
は
、
ほ
と
ん
ど
治
っ
て

百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風

三
種
混
合
予
防
接
種

二
月
九
日
嗣

午
後
一
時
三
十
分 
1
三
時

ま
で

と
こ
ろ
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
者
個
人
あ
て
に
通
知
し
ま
す

※
母
子
手
帳
、
印
鑑
を
ご
持
参
〈

と
こ
ろ

対
象
者

午
後

一
時
三
十
分 
1
三
時

勝
浦
病
院

昭
和
五
十
二
年
九
月
か
ら

十
二
月
ま
で
に
生
ま
れ
た

者

幼
児
健
康
診
断

。
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

地
区
対
抗

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

時
期
的
に
ス
ポ
ー
ツ
は
、
と
つ
つ

き
に
く
い
と
き
で
す
が
ス
ト
ー
ブ

や
コ
タ
ツ
を
囲
む
ば
か
り
で
な
く
、

地
区
対
抗
バ
ス
ケ
ッ
ト
に
参
加
し
、

あ
せ
を
流
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ、つ。
抽

選

日

昭
和
五
十
三
年
二
月
六

日
午
後
八
時

抽
選
場
所

勝
浦
町
教
育
委
員
会

大

会

日

昭
和
五
十
三
年
二
月
十

四
日 
1
二
月
十
八
日

午
後
八
時
か
ら
午
後
十
時
ま
で

※
女
子
の
参
加
に
つ
い
て
は
、
地

区
別
で
な
く
て
も
け
つ
こ
う
で
す
。

有
志
を
つ
め
り
多
数
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
教
育

委
員
会
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
広報カレンダーお知らせ

MUS04
テキストボックス
飼い犬は必ずつないで下さい不用犬買い上げ日




